
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあ
て主たる事務

－５１ 

氏名（法人に
ては名称及び

表者の氏名

本業者の主たる
素麺

設備、対魚、工程等

平成20～2２ 更閉忌日Ⅱｂ弓囚：

平成20～2２

平成20～2２

目標年度（計画）
（平成２２）年度
（二酸化炭素換算）

Rhr回伝■ロ

２８０９ ２９７２ 

用途区分 原単位の指標 基地年度（実綬） 目標年度（計画 （実績）

－１．９ 

ＥＭ組趣等（二酸化炭累換算）

（壁､３面積）ｈａ（吸収』R）［

（利用量） 、（削減且）ｔ

（亮電通） ｋwｈ（li'｣滅避） ［ 

（ﾛロ供給量）ＧＪ（月ﾘ疲殴）ｔ

（圏入遮） ｋwｈ（削減曇）［

露雲霧＝
Ｉ屈泪－，F可■

基翠年度（実綬） 目標年度（計画） 増減率（ 増減率（実績）

２８０９ ２９７２ 

注１該当するロには、レ印を２２入してください。特定事業者以外の頚薬者の方はし印の麗入は不要です。

２「基卑閏三度」とはiif画期間の前年度を．「目橿年度」とはi十画期間の鼠終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回銀告の対象となる年度をいいます。

ｓ「頚翼t所､鼠排出区分」とは京都府内の事桑所等の事蘂活動のためのエネルヨドーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「liV送車Ffi13PlLnﾇ分」とは自動車運送事萄9審については使用の本拠の位艇を京《H】府内とする車両の
排出する温室効果ガスを、鉄丑潤ﾖ業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上2日以外の京都府内における蕊業月薄の事鏑舌勤に伴い発生する温室効果ガスをい
います。

４「原単位当たりのM錘効果ガス排出通繕s」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を寵入してください。「原単位の指鰻」には、分子の「二酸化炭素ijQ算」の下に分母となる指揮（生購61[殿、延べ床面Vm9、
走行距離等）を妃入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減量等」のうち「森林の保全及び整備」の「目檀年度（計画）」欄には計画期間中の目標の累i汁を．「蝋告年度（実繍I）」欄には実績の鶏十を妃入してください.

６「特記雰；W」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出壁の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への賞1mR、グリーン鯛迩の採用．特定フロンなどの条例指定外のifi室効果ガスの削減な
どを餌入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
Ｔ 631-0021奈良市鶴舞東町２－１６

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）

サンクス京阪宗株式会社

代表取締役岡田正弘電話0742-44-3094

事業者の主たる
業種 コンビニエンスストアサンクスの京都・滋賀・奈良府県におけるフランチャイズ事業

該当する事業者
要件 ロ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号骸当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号骸当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

1店舗当りのCO2排出量を、省エネ機器の導入、空調機器の温度管理の徹底、不要時の消灯の徹底等の啓蒙活動の推進により削減する。

推進体制
ISOの体制の中、上記の取組を推進する。

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 

適用範囲
サークルＫサンクスのチェーン（本社、エリア会社本部、及びその全部署、コンビニエンスストアとしての全店舗）の
事業活動、商品及びサービスに摘要

取得年月日 平成１７年２月１７日

年度ごとの具体
的な取組及び措
園の状況

年度

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

設備、対象、工程等

店舗

店舗

店舗

措置内容

店舗の建設・改装時に省エネ機器を導入して、蝋気使用鐘を削減する。

チェック表を活用して適正な温度管理を徹底、電気スイッチに啓蒙プレートを貼付し、不要時の消灯を徹底する。

店舗に内部環境監査を実施し、取組状況の確認、是正指導を徹底し、啓蒙活動を推進する。

温室効果ガスの
排出麓等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(平成19）年度
(二酸化炭索換算）

目標年度（計画）
(平成２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実綴）
(平成２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

2,809ｔ 2,972ｔ 5.8％ 3,185ｔ １３．４％ 

ｔ ［ ％ ［ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

中１ ２，８０９ｔ ＊２ ２，９７２ｔ 5.8％ ＊４ ３，１８５ｔ １３．４％ 

店舗数の増加と、カウンターでの商材増で排出量は増えた。昨年秋から導入の蛍光灯の鯛光システムが効果を発揮しつつある。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出置等

用途区分 原単位の指標

店舗
二酸化炭素換算

５６．２５ 

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実綱） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

5２ 5１ －１．９船 5６ 7.7％ 

％ 船

％ 船

再度、店舗毎に見直しを図り、啓蒙活動も含め、できることを確実に実行していく。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減壁等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の鱗入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減鮭等合計

目標年度（計画）
取ｌｉｎｋ等 (=酸化炭累換算）

(整備面稠） hａ (吸収jｉｔ） ｔ 

(利用魁） 1，０ (削減量〉 ｔ 

(充電iKt） kwｈ (削減量〉 ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減壁） ｔ 

<鰯入｣､t） kwｈ (削i鳳鰹上） ｔ 

(鰯入遮） ｔ (削減量） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組jIt等 (二酸化炭素換算）

(Ｂ２側面綱） hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） 、IＤ <削i月iiK） ｔ 

(充電｣ﾛﾋ） kwｈ (削減量） ｔ 

(熟供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(購入愛） kwｈ (削減量） ［ 

(購入魁） ［ (勵鵬2選） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出麓

(排出合iH･－削減等合叶）

基準年度（実綴）

＊１２，８０９ｔ 

目標年度（計画）

(３２)-(‘3）２，９７２ｔ 

増減率（叶面）

5.8％ 

報告年度（実績）

３，１８５ｔ (な4)-(な5）

増減率（実績）

13.4％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

美化推進事業団主催の涜掃活動に年間２回参加しました。

特記事項

当社は「サークルＫサンクス」とは別会社で、サンクスの京都・滋賀・奈良３府県限定で店舗展開を行なっているエリアフランチャイジーです。商品
の輸送につきましては、全てサークルＫサンクスの車両で賄っています。


